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  非水和 NaxCoO2 は、CoO2面のドープ量 x の関数として興味深い電子物性
を示す[1]と同時に、電子状態の面間相関（次元性）に関係するパラメーターで
ある伝導面の間隔がドープ量の増加に伴って縮小する傾向を示す[2]。今回
我々は、NaxCoO2 系の電子状態の次元性に着目して、幅広いドープ量の試料

に対して角度分解光電子分光実験(ARPES)を行い、超伝導組成近傍の低ド
ープ x = 0.35 から、SDW を示す高ドープ x = 0.85に至る組成領域において 3
次元フェルミ面とフェルミ準位(EF)近傍のバンド分散のドープ量依存性を系統
的に明らかにする事に成功した。 図 1(a-d)に、hν = 70eV、T = 25Kで測定し
た、模式図に示すブリルアンゾーン中の波数領域に沿って得た NaxCoO2の EF

近傍の ARPES スペクトルのドープ量依存性を示す。a1gバンドはドープ量の関

数として系統的な変化を示し、ドープ量の増加に伴ってゾーン中心に平坦な構

造が現れる。この構造は、a1gバンドの極小構造に対応しており、高ドープ領域

で現れる種々の異常物性に大きく関係しているものと考えられる。本講演では、

ARPES スペクトルの詳細な励起エネルギー依存性と電子状態の 3 次元性に
ついて議論し、NaxCoO2 における物性と電子状態の相関関係について考察す

る。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1:(a-d) NaxCoO2 (x = 0.35 - 0.85)の、hν = 70 eVにおけるARPESスペクトル
のドープ量依存性 
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